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作者のなかにいる作者
ークレメンス ・ J ・ ゼッツ『ボットーー作者不在の
インタビュ ー 』におけるテクストの主体一
犬飼 彩乃
クレメンス ・ J ・ ゼッツ (1982- ) が 2018 年 2 月に発表した最新作『ボット
ーー作者不在のインタビュー 1 』（以下、『ボット』） は、 その発表以来ドイツ語
圏では大きな話題となり、 数々の書評が新聞 ・ 雑誌の文芸欄を飾った。 この本
はタイトルが示すとおり、 作家のインタビュー本であるのに、 作者本人はイン
タビュー に答えず、 提供されたテキストデ ー タからチャットボット風に答えを
抽出したという体裁をとっている。 そのコンセプトの目新しさから、 文学ファ
ンのみならず、 幅広い領域の読者が関心を示したことは想像に難くない。 どの
書評も発想の奇抜さ、 新奇性に注目した好意的評価を出しているが、 それと同
時に、 シュピ ー ゲル誌はこの作品でゼッツか「本年のもっとも扱いづらい作品
賞に応躾していが」と椰楡するなど、 テクストの難解さもひときわ目立ってい
る。
ここ数年でクレメンス ・ ゼッツはその活動領域を大幅に拡げた。 第一に表現
活動する媒体が拡がった。 もともと Twitter や Instagram で詩作を行ったり、
YouTube で［青報発信を行ったりとインター ネット上で活発に活動してはいたも
のの、2017 年の舞台『国際連合 3』発表を皮切りに、2018 年は戯曲を二本日ー演、
脚本を執筆した映画が一本公開されるなど芝居の分野へと活躍の舞台を拡げ、
書籍という媒体にはこだわらない姿勢がより鮮明となった。 第二に書籍の領域
1 Setz, Clemens J.: BOT. Gesprach ohne Autor. Hg. v. Angelika Klammer. Berlin (Suhrkamp) 
2018. 
2 Jaminet, Jerome: Obotobot! Clemens J. Selz: "Bot. Gesprach ohneAutor", em 
Tagebuchinterview vom Literaturwunderling. In: Spiegel Online, am 12.02.2018 
http ://www. spi egel. de/kul tur/li tera turf clemens-j -setz-bot -gespraec h-ohn e-a u tor-ein-tage b uc hin terv1 
ew-vom-literaturwunderling-a-1192208.html (Zugriff am 30. Januar 2019) 
3 Setz, Clemens J.: Vereinte Nationen. In: Theater Heute. Das Stiick. April 2017 
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でも既存のジャンルを打ち破ろうという姿勢が明らかになってきている。 近年
では小説『女とギターの間の時間廿(2016年） で小説という枠組みを越えんと
せんばかりの千ペ ージを超える分量と造語を多用する言菓遊びの多彩さで読者
を圧倒したかと思えば、 ティル ・ オイレン シュピ ー ゲルを題材に「語り直し
Nacherzahlung」と呼ばれる新しいスタイルを提唱したりと＼すでに「小説」「短
篇集」 といった散文形式を打破する試みはおこなわれてきた。
今回の本『ボット』 は、 そのようなゼッツの活動拡大の延長線上に位置づけ
ることができるだろう。 本書は「小説」「短篇集」または「詩集」といった既存
の文学ジャンルからは完全に外れた「作家のインタビュ一 本」を装っており、
さらには「ボット」という新技術の導入を称する。 その実態としては後述する
が「作者不在」とすることでインタビュー本を脱構築したものである。 本稿で
はこの本で試みられている実験的創作について、 「作者」の存在を中心にその構
造の一 部を解き明かそうとするものである。
1. 皮肉としての「著名作家」のインタビュー
この本の特徴と成立過程はクレメンス ・ J ・ ゼッツ本人によって序文で明かさ
れており、 そこには作家の立場と人工知能という二つの主題が取り上げられて
いる。 自らの職業であるはずの作家に関して尺ゼッツは大いなる遊び心を開陳
しており、その様子はカバ ーの宣伝文句からも確認できる7。 カバ ー 裏表紙には
「ここではある著名な作家のインタビューを読むことになります（傍点は論者
による）」という文からはじまる宣伝文句が、それから表表紙の袖にも「あなた
はある著名な作家で、 インタビューを受けるように頼まれています（傍点は論
者）」という文からスタートする。 目を惹くのは、本を開けば当然のことをこう
してわざわざ二度も書いていることだ。 まず、 ゼッツが著名作家であるなら読
者は名前を見るだけで誰なのかを了解できるため、 この「ある著名作家のイン
タビュー」という文言は不要である。 反対に作家が著名でないとすれば、 この
4 Setz, Clemens J.: Die Stunde zwischen Frau und Gitarre. Roman. Berlin (Suhrkamp) 2015 
5 Selz, Clemens J.: Till Eulenspiegel. Drei13ig Streiche und Na汀eteien. Nacherzahlung, mil 
lllustrationen von Philip Waechter. Berlin (lnsel) 2015. 
6 ゼッツ本人は作家を職業とは捉えておらず、自らを無職、あえて言えばエンター テイナ
ー とする。(z.B.: Bot, S.45) 
7 ポストモダンの流れをくむゼッツの小説では、『フリ ークエンス』(2009)『インディゴ』
(2012)などメタフィクションの要素がみられ、その表紙や本の体裁がすでにフィクショ
ンの仕掛けの一部となっているものがある。例えば『インディゴ』では作者紹介欄が語り
手である「クレメンス ・ J ・ ゼッツ（作家と同名の人物）」の架空のプロフィー ルが書かれ
ている。
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宣伝文句は一種の虚偽記載となる。 実際にはクレメンス ・ ゼッツ 自身は「神童」
の異名をもち、 現代ドイツ語圏文学界では大変重要な位僅を占める作家だが、
ここで問題なのは彼が著名かどうかではない。 重要なのは 「著名作家のインタ
ビュー」という本の前提条件ーーおそらく一 般に読者が思い浮かべるであろう、
大御所作家がインタビュアーにその半生や 自身の創作について、 または幅広い
興味やプライベ ートを大仰に語るというような「インタビュー 」 一ーをわざわ
ざここで読者に印象づけている点である。
この本にはしかし、 大御所作家どころか作家本人は序文以外に登場しない。
序文によれば当初は一 般的なインタビューをはじめてみたものの、 面白い受け
答えにならなかったために、 別の方法としてチャットボット風にすることを考
えついたという。 ゼッツはここでもう一度、 「 著名作家」を読者に想起させる。
一 般に生前にノ ートや日記を出版するのは虚栄であると、 自ら序文で書くのだ
(IO )。 本来は遺稿となるべき雑多なテクスト群が著名作家のように死後出版さ
れる価値があると 自分で先に判断するのだから、 確かに繋りだと考えられるだ
ろう。 しかしわざわざそうした騎りを読者に意識させていることからもわかる
通り、 この本では「大御所作家のインタビュー」も「 自意識過剰な作家が虚栄
から編纂する生前遭稿集」も、 皮肉の対象になりはすれども決して意図されて
いるわけではない。
ゼッツはフィリップ·K ・ ディックの死後に制作されたアンドロイド「フィ
ル」を紹介したあとで、 このインタビュー本は 「死後 postum」の本として「作
家本人を不在とし、作家の作品で置き換えた」(!! ) という。 ここで明らかに念
頭におかれているのは、 ロラン ・ バルトの 「作者の死」以降、 半世紀以上にわ
たっている作者の権威否定やテクストにおける主体に関する一連の考察 ・ 議論
であろう。 つまりゼッツは作者みずからを文字通りに死んだものと仮定してみ
せることで、最初に示した権威性を具現化した 「著名作家」 とは対極にある「作
者不在」 の本書を、 作者の権威否定の究極の形のひとつとして提示するわけで
ある。
これによってクレメンス ・ ゼッツが「作者の死」を受け入れ、 その流れを追
おうとしているとみるのは、 当然ながらあまりにもナイー ヴすぎる解釈だ。 本
来「作者の死」 とは、 作者の意図の支配からテクストを解き放ち、 作者との連
関から離れて多様な読みを読者に許容しようとしたものだった。 しかしゼッツ
は、 テクストの成立どころか、 その制作中、 編集段階からみずからの存在を抹
消する実験を行うことで、 テクストができあがる段階、 つまり作者誕生の前段
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階においてすでに作者の意図の及ぶ範囲を大幅に縮小させ、 作者の定義そのも
のを根本から揺るがさんとしている。
これはむしろ、 作者のあり方、 ひいてはテクストの主体のありかを問題にす
ることで、 テクスト分析で支配的になった 「作者の死」を椰楡しているともと
れる。 では、 これはフ ーコー、 デリダ後のポストモダン批判、 たとえば作者が
何らかの意図をもって創作したテクストにおいてその意図をまったく無視する
姿勢を疑問視する声などに賛同しているのだろうか。『ボット』では作者本人の
意図が及ぶ範囲を極限まで縮小させているのだから、 「作者の復権りというよ
うな揺り戻しの図式に組み入れるのもおそらく異なるだろう。 デジタル時代の
作者に関するゼッツの問題意識をより深く探るには、 本書のもう一つの柱であ
るチャットボットとの関運を精査し、 どのように「作者」が実践的に取り扱わ
れているか具体例を見ていく必要がある。
2. チャットボットとゼッツの『ボット』
ゼッツは大学で数学とドイツ文学を専攻し、 そのデビュー作から天文学、 物
理学、 数学や生物学など多彩な興味をその作品に反映させているが、 近年顕著
になっているのはデジタル技術への関心である。 たとえば2015年に発表した長
編小説『女とギターのあいだの時間』では、さまざまなAV ・ デジタル機器を利
用したコミュニケ ー ションツー ルとその会話の形態を取り上げている。 『ボッ
ト』 序文では、 チュー リングテストやフィリップ·K ・ ディックの死後に制作
されたアンドロイドの頭部紛失エピ ソ ードなどを交えながら、 インタビューの
本文が人工知能の原理と深く結びついていることが印象づけられている。
本書のタイトルにも使われている「ボット」とは、 語源を 「 ロボット」にも
つ自動化プログラムのことで、 Twitterへの 自動投稿や ゲー ムで単純なタスクを
繰り返し行わせるプログラムなどに対して、幅広く使用されている概念である。
ゼッツはその中でも自動で会話を生成する「チャットボット」を念頭においた
と述べるが、 その仕組みやプログラムの具体例などは明確にしていない。 とい
うのも、 ゼッツはこの本をつくるためにコードを書いたわけではなく、 少なく
とも今日の技術水準からすれば極めてアナログな手法を使っているためである。
ゼッツは過去九年間のノ ートや日記など、1500ペ ージ以上のテキストデータを
インタビュアーであるアンゲリカ・クラマ ー ヘと渡し、 クラマ ーは考えた質問
8 Jannidis, Fotis, Gerhard Lauer u. a. (Hg.): Riickkehr des Autors. Zur Emeuerung eines 
umstrittenen Begriffs. Tiibingen (Niemeyer) 1999 
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のキー ワ ードまたはキー ワ ードの類義語を全文検索にかけ、 検出されたものを
答えにしたという匹また場合によっては、無作為にスクロー ルしたページを答
えとしたこともあるという ( 10)。
そのためこの「クレメンス ・ ゼッツ ・ ボット」 (11)は、 今日のさまざまなチ
ャットボットの実例と比較するとさまざまな違いが確認できる。 例えば Apple
社のSiriや amazon社のAlexaなどの音声チャットボットとは異なり、音声認識
精度の再現、 不具合などは基本的に省略されており、 テキストベ ー スのチャッ
トと考えることができる。 しかし回答 自身はすでに何年も前に書かれた日記や
ノ ート類から抽出するため、あらかじめ想定されうる質問に対して用意された、
いかにもそれらしいインタビュー回答はない。 また人間の 自然な会話を目指し
たチャットボットのような、 複数のアルゴリズムで質問に対する回答候補を解
析し、 ランキング付けして上位のものを回答とする仕組みも見当たらない。 さ
らに人工知能が 自ら学び、 会話の精度を高めていくなどのディープラーニング
に至っては一ーゼッツ 自身はインタビューでその知識を何度も披泄しているけ
れども 10――少なくとも本文中にその言及はない。
この「全文検索」と「無作為抽出」の結果として構成された 自称「クレメン
ス ・ ゼッツ ・ ボット」は、 本当に上記に述べたようにキー ワ ード検索というご
‘
く初期のチャットボットの仕組みのみが応用されているのかどうかは、 結輪を
保留としておきたい。 このジャンル不明の本を仮に「人工知能を題材としたフ
ィク ション」として捉える場合には、 開示されている生成過程とはまた別の、
人の手によるチャットボット模倣のための加工技術を慎重に分析 ・ 検討する必
要がでてくるだろうからだ。 キー ワ ードを検索して複数のテクストがヒットし
た場合の回答抽出方法は、 開示されている方法からはわからないが、 たとえ編
集者アンゲリカ ・ クラマ ーが人の手で抽出しているとしても、 よりチャットボ
ットらしい回答を選ぶなどの操作が入る可能性は、推測の域を出ないとはいえ、
捨てきれない。 そもそもインタビュアー 兼編集者であるアンゲリカ ・ クラマ ー
ではなく、 クレメンス ・ ゼッツ本人が人工知能の知識をもとにこの手法を発案
した以上、その検索方法、回答の妥当性、編集方法に何らかの指示を出したり、
場合によっては編集に直接かかわっている可能性も完全には排除できないので
9 May, Nina: Konnten Sie einen Roboter lieben, Clemens Setz? In: Hannoversche Allgememe 
Zeitung am 13.04.2018. 
10 Selz, Clemens J.: «!ch wollte beweisen, class es mich nicht braucht»In: Tagesanze1ger am 
12.02.2018. 
https://www.tagesanzeiger.ch/kultur/buecher/ich-wollte-beweisen-dass-es-mich-nicht-braucht/stor 
y/27237140 (Zugriffam 30. Januar 2019) 
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はないだろうか。
こう考えていくと、 結局この本を書いたのは誰かという疑問がわいてくる。
クレメンス ・ ゼッツの日記やメモをベ ー スとしている以上、 日記を執筆した過
去九年間のゼッツが作者の一 部であることは疑いようがない。 しかしこれは、
遺稿になるはずのテクストを発表するというアイデアの先行例であるロベル
ト ・ ムー ジルの『生前の遺稿II 』とは大きく異なる。 ムー ジルの 自称「遺稿集」
は、 本にはなっていないものの既に新聞などに発表していた小品を集めたもの
で、それぞれが作品としてまとまりを持ったテクスト詳から本人が選びなおし、
編集して、 本人が生存中に遺稿集とした。 テクストそのものは小品として発表
した時点でほぼ完成しており、 その後に編集を加えた人物も時期が違えどもロ
ベルト ・ ムー ジル本人である以上、 作者像のねじれは（現在の視点からみれば）
ごくわずかと言える。 ゼッツの場合、 素材となったテクストは未発表のもので
あり、 編集にはテキストデ ータの全文検索機能とアンゲリカ ・ クラマ ーの手が
入っている。 それぞれのテクストの、 切り取り方、 並べ方、 組み合わせ方、 そ
してみせ方を考えたのは誰だろうか。 インタビュアーのアンゲリカ ・ クラマ ー
か、 ボットという名を借りている全文検索機能か、 それともゼッツ 自身だろう
か？
クレメンス ・ ゼッツは、 ヴェルト紙が行った文字チャットを通じてのインタ
ビュー で、 今回のインタビューのようにテクストでインタビューに答えていた
だく場合どのようにしたら本物のあなたとボットのどちらが答えているかわか
るでしょうか、 との質問を受け、 簡潔に 「わかりませんよ」と答えている［
当事者であるゼッツやクラマ ーならばともかく、 読者の側から作者を明確に特
定することは、 基本的には不可能である。
この『ボット』の作者に関する問題には、 人間と人工知能を比較する場合の
議論に通じるところがある。 ゼッツが序文で紹介したアラン ・ チュー リングは、
機械のテクストによる返答が「イミテー ション ・ ゲー ム」として人間による返
答であると判断される場合、 その返答をした機械が思考していることを認める
11 Musil, Robert: Nachla/3 zu Lebzeiten. Hamburg (Rowohlt) 1957 
12 Zwinzscher, Felix: Tunng Test mit Clemens Setz. "Ein Twitter-Bot schreibt die schonste 
deutsche Lyrik". In Welt onhne. Veroffentlicht am 12.02.2018 
https ://www.welt.de/kultur/li terarischewel I/article 1 73456403/Turing-Test-mit-Clemens-Setz-Twitt 
er-Bots-schreiben-die-schoenste-Lyrik.html (Zugriff am 30. Januar 2019) 
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こ と ができるのではないか、 と 考えた 13 。 また次にゼッツが序文で紹介したア
ン ドロイ ド 「フィル」のモデル と なった作家フィリップ·K ・ ディックの代表
作『アン ト‘ ロイ ドは電気 羊の夢を見るか 1 4』 は 、 人間の世界に紛れ込んだアン
ドロイ ドを探し廃棄するハンターを主人公 と するSF 小説で、 人間 と アン ドロイ
ド 、 つまり廃棄処分をする側 と される側の見分けがつけられない ス リリングな
場面が多々登場する。
こ れら人工知能やボットの話題では、 必ず と 言っていいほど人間 と の見分け
方やその違いが言及される。 人丁知能を開発する際にまず手本 と するのは 、 も
っ と も身近 な人間であり、 開発の目的も人間の労 力 削 減がベ ースにあるため、
人間の機能や能力 を模倣するこ と で人間に近 づき、 場合によっては凌葱してい
くのはある意味では必然である。 ゼッツのインタビュー本『ボット』 では人間
の会話を模倣する人工知能の動きを、 人間であるゼッツやアンゲリカ ・ クラマ
ーが検索機能を利用して模倣し返すこ と で、 あえて両者を似せている、 と 考え
るこ と もできるのではないか。 書物は本来 、 人間の知的活動の産物であるはず
だが、 まさにその書物において人工知能 と 人間の境界線があいまいになる と す
れば、 作者だけではなく知的活動のあり方すらも揺るがされる こ と になってい
く。
3 .  インタビュアー ・ 編集者の役割
ゼッツの 日 記 ・ メモ群 と 全文検索機能の仲介役を果たしているのは、 インタ
ビュアー であり編集者 と もされるアンゲリカ ・ クラマ ー である。 彼女が『ボッ
ト』で果たしている役割を明 らかにするこ と で、『ボット』の構造がより明らか
になるはずである。 アンゲリカ ・ クラマ ーはヘルタ ・ ミュラーをはじめ数々の
作家にインタビューを行ってきた編集者で、『ボット』でも 当 初はインタビュア
ー と して一 般的な質疑からはじめた と いう。 しかしうまくいかず、 テ キ ス トデ
ー タを前に質間を案出し、 全文検索をして答えを探す役 割 へ と 変更する こ と に
なる。 その結果制作された 『ボット』 では、 一日目から五 日 目の五 章にわたっ
てクラマ ーの質問 と テキ ス トデ ータによる回答が繰り返されるが、 そのやり と
13 Turing, A. M. : I. -Computing Machinery and Intelligence. In: Mind. A quarterly review of 
psychology and philosophy. Vol. 59 no.236. 1 950, pp.433-460, doi: I 0.1093/mind/LIX.236.433. 
(Zugriffam 30. Januar 2019) 
1 4 Dick, Philip K.: Do Androids Dream of Electric Sheep? London (Weidenfeld & Nicolson) 2012 
［フィリ ップ · K ・ ディック ： アン ドロイ ドは電気羊の夢を見る か 朝倉久志訳（早川 文庫）
1977 年］
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りは通常のインタビューとはずいぶん異なる趣をみせる。
例えば彼女がたてる質問の数々が、 すでに異様である。 冒 頭の質問は 「新し
い街にくるとす ぐに薬局に行くのがお好きだそうですね。 なぜですか？ 」(13)、
次に 「 イ ンスピ レ ー ションのわく薬 局と退屈な薬局の違いは？ 」 ( I 3 )とクラマ
- ( と想定されるテクスト トの聴 き 手） は間いかける。 先に述べたような 「大
御所作家」 の半生もしくは創作活動の全体像を読者に把握させようと放たれる
質間とはかけ離れているばかりでなく、 そもそも薬を入手するのが目的の場所
が退屈かどうかを気にするなど、ほとんどの人は考えた ご ともないに違いない。
さ ら には 「あなたはハ長調を草緑色、 休 息の色 調を銀灰 色とみるそうですね。
ほかには？ 」(42)と共感覚に関する質問や、 「 空、遠足、休憩、 ベンチ． ． ． ． ．」(95)
と、 質問の形式にもなっていないような問いかけも見 ら れる。
『ボット』の中でクラマ ーと称する聴き手が繰り出す質問は、『ボット』の中
で唯 一、 この本のために作り出されたテクスト群のはずである。 しかしその質
問は、 すでにゼッツのテクスト同 様、 一 般読者には難解に映る。 質問に多く含
まれるゼッツ作品か ら の 引 用は、 クラマ ー 自身がインタビュアーとして、 ゼッ
ツの著作をし つ かりと読みこなしてか ら この仕事に臨んでいることを示してい
る(163-166)。 これは言いかえれば、 彼女の頭の中にはあ ら かじめゼッツの過 去
の著作がデ ータとしてインプットされているとも考え ら れる。 ただし人工知能
ではなく人聞の知能を持つクラマ ーは決して原初的なチャットボットではなく、
「 風船 15」や 「 足の親指」といった作品 内 で重要なモチーフを尋ねるなど(91)、
入力されたデ ータを深く解釈し、 整理してか ら 質問としてア ウ トプットしてい
る。
例えば上述の 「薬局 Apothek e」に関する質間をクラマ ーがどのように案出し
ているかみてみよう。 電子書籍版で検索した限り、 この文字列がゼッツの作品
で登場したのは、 小説 『インディ ゴ』 に一 度(3 86)、 小説 『女とギターの間の時
間』に 「 薬剤 師Apothek er」(452)が一 度のみであり、決して頻出の単語というわ
けではない。 しかしこの質問とほぼ同 じ 内容のものが、 ゼッツが実際に語った
言葉として記録されている。 2015年に行われたチュービンゲンの詩学講義でゼ
ッツは 「 薬剤名はきわめて生き生きとした我々の 日 常のナンセンス詩だ」と発
言している。 「クルト ・ ト ゥ ホ ルスキーはエッセイで書いていますが、新しい街
にいった ら す ぐに薬局へ行くのが好きです。 僕もそうしています。 薬 局には世
15 Inukai, Ayano: Clemens J. Setz und seine Grenzen der Sprache. In: Jimbun-Gakuho. The 
Journal of Social Science and Humanities, German Studies. (5 I 3) 2017, S. 1 0 1 -111, hier S. I 07 
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界的ダ ダイズムの雰囲気が漂っているので 16」。 こ れをもとにクラマ ーが案 出し
た 『 ポット』の一 番 目 の質問は上述の通り薬局への導入、 二番 目 の「追屈な薬
局」に関する質問は文学的インスピレー ションと薬局に閉するもの、 そしてニ
番目の質問は、 ト ゥ ホ ルスキーと文学に関するものである。
ゼッツの作品には 「 薬局」という単語 そのものは確かに直接的には 出 て こ な
いが、 薬に関する記述は少なからず登場する。 例えば小説のなかで登場人物た
ちは次のように語る。 「 腎臓が弱い人には、アルミニ ウ ムの少ない食事をあげな
いと。 それに 薬も硫酸アルミニ ウ ムを含 有しないように確認するのよ 17」「それ
ならレク ソ タニル、 ザノ ールの はうがいい。 このおかしな薬剤名はファ ンタジ
ー小説に出てくる魔法の呪文みたいだ＼ 小説『インディ ゴ』 でゼッツはさら
にその耳慣れない響きの中に「呪文」「コード」としての機能も持たせようとし
ている叫 ゼッツの小説を深く読み込もうとする場合、 ナンセンス詩のような
不思議な薬剤名の羅列や薬剤に関する記述は、 ゼッツの一つの主題として知っ
ておくとよい。 『ボット』冒 頭から唐突にすらみえた質間は、 こうした背 景を知
れば、 実はゼッツの詩的感 覚をあぶり出す、 本質的な間いであった こ とが判明
する。 クルト ・ ト ゥ ホ ルスキーのエッセイ 「薬局」との間テクスト性をはじめ呵
このテクストの背 景を探るには、 ほかにも多くの糸 口 が示されている。
次に、これ ら「薬局」の質問に対して日記か ら 抽出された回答をみてみよう。
例えばクラマ ーが回答となるテクストにあわせて質間をつくったのであれば、
会話が成立するよう多少の論理的整合性がみられる可能性もあるが、 全体的に
間いと答えの組み合わせを見る限り、 質問と答えがかみ合っているものは少な
い。 両者に検索キー ワ ードになりそうな単語が揃っている場合も少なく、 むし
ろどの単語を検索したものなのか、 ざっと読んだだけではわからないものも多
し ‘ ゜
具体的には士述の「薬局」の最初の質問では ウ ィーンの薬 局でのエピ ソ ード
16 Passig, Katrin u. Clemens J. Setz: Verweilen unter schwebender Last. TObinger Poetikdozentur 
2015. Kiinzelsau (Swiridofl) 2016, S.28. 
1 7 Selz, Clemens J. : Die Stunde zwischen Frau und Gitarre, S.138 
18 Selz, Clemens J.: Indigo, S. 1 05. 
1 9 犬飼彩 乃 ： 現実と虚構の重なり にある 闇 ： ク レメンス ・ J ・ ゼッツ 『インディゴ』考 人
文学報 495 号、 首都大学東京人 文科学研究科 、 2014 年 、 67-83 頁。
チ ュ ー ビンゲン詩学講義 ても薬剤名を 「信号」「呪文 」 と 呼んでいる。(Verweilen unter 
schwebender Last, S.31 ) 
20 Tucholsky, Kurt: Die Apotheke. In: Ders.: Gesamtausgabe Texte und Briefe, Bd. 13: Texte 1 930. 
Hg. von Sascha Kiefer u.a. Hamburg (Rowohlt) 2003, S. 361 f. 
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が答えとなっているが、 質 間どおり ウィー ン到 着後す ぐ 向 かった薬局かどうか
はわからないために、 回答が質問とかみ合っている印象はない。 ただこの回答
は確かに 「 薬局」 というキー ワ ード検索で抽出が可能であるとは推測できる。
しかし二番目の「インスピレー ションのわく薬局」に関する質問と回答のあい
だには、 キー ワ ード検索による連関 さ えも成り立っていない。 もちろん「薬局」
という単語はあるものの、 「インスピレー ション」「退屈」といった単語は見つ
からず、 一 番目と二番目の回答を「薬 局」という単語以外で差別化した理 由 は
全文検索という仕組みから類推するのは難しい。 少なくとも質問から簡単に類
推できるような単語を直接検索しているわけではな さ そうである。
キー ワ ード検索ではないとすれば、 二 番目の回答はもう一つの開示されてい
る方法、 無作為検索で得られたものだろうか。 おそらくそれも違うのではない
だろうか。 「 素 敵なコンビネー ション htib scheK omb ination」「街は完全には韻を
踏んでいない D ieStad t  reim t sich n icht v ol lk om m en」(14)といった、 元々のチュー
ビンゲンの講義録にあるようなダダイズムやナンセンス詩を思わせる記述が こ
の街並みを記述する回答テクストにはある。 しかし質問から こ うしたキー ワ ー
ドを類推して全文検索にかける こ とはほぼ不可能だろう。 それよりも こ の質問
「インスピレー ションのわく薬 局と退屈な薬局の違いは？ 」 に 対する回答で注
目すべきは、 「 薬局」以外のキー ワ ー ド検索では拍出ができない、 しかし人間が
読めば文学的インスピレー ションに関する答えとして こ のテクストが機能を果
たしているようにも感じられる こ とではないだろうか。 直接的に二種類の薬局
の違いを述べるわけではないが、 古書店と薬局が亜ぶ 自 分好みの組み合わせを
偶然発見し（インスピレー ション）、 しかし続けて連想したいものが ショー ウ ィ
ンド ウ に見つからず、 街は韻を踏んでいないという（落胆、 退 屈 ）、 こ の流れは
連想による補完を通じて質問の回答であるかのように聞こえ、 さらにはゼッツ
の創 作スタイルそのものを提示しているようにすらみえる。
クラマ ーはこのように、 表 面的には関連がみえない、 しかしゼッツの創 作活
動の根本的な部分を捉えんとするテクスト群から、 既発表のものを質問の一 部
に、 末発表のものをキー ワ ード検索しながら阿答へと切り取り、 組み合わせて
インタビュー形式にしているようだ。 つまり、 回答は当然ながらゼッツのテク
ストからの切り抜きであるが、 クラマ ーの質問 自身にもゼッツが発表したテク
ストやそのエッセンスが含まれているのである。 ゼッツは『ボット』 に関する
新聞のインタビュー で、 ある有名な人工知能同 士の会話について言及している。
自 己 学習 を行う人工知能同 士を会話 さ せたまましばらく観察すると、 二台でい
作者 の な か に い る 作者 123 
つのまにか独 自の用語を発達させ、 一定時間の後には人間が理解できない会話
を繰り広げるという2 1 。 あるコミュニ ティで共有する記号と しての言語が、 そ
のコミュニティ内 で了解 しあえるように内 部 で独 自の方言や独特な語彙 ・ 用法
を発達させていくのは、 言語のひとつの 自然 な姿である。 ゼッツのテクスト同
士を会話させれば、 当然ゼッツ以外の他者に理解できるように会話を進める必
要はなく、 薬局の例のようにぱっと読ん だ だけ では外部か ら はわかりにくいコ
ミュニ ケ ー ションが成立 しうるのだ。
クラマ ーとボットの間答は表層 では、 まだ人間の会話の模倣に成功 していな
いボットのぎこちない会話を油出 したり、 または作家がインタビュ一 時に比喩
やたとえ話で答えをは ぐ ら かす様子 なども想起させる。 しか し質間に対する回
答が必ず しも直接的な回答になっていなくとも、 それぞれは確かに質問のテー
マとかかわるテクストであり、 作品とあわせて深く読み込めば様々な解釈が可
能になっている。 これは直線的な 読みを妨げるゼッツの作品でも同様で、 どち
ら かといえばこの『ボット』のテクストは作品の読みへの導入を示唆 している
ようでもある。 答えになっているかいないかきわどいラインを提示 していく技
星は、 編集者のアンゲリカ ・ クラマ ー であれ、 企画者のクレメンス ・ ゼッツで
あれ、 見事というほか ない。
4 ,  「ゼッツのなかにゼッツはどれだけいるか 7 22 」
最後に、 作者であるはずのクレメンス ・ J ・ ゼッツはどこにいるのかを考えて
みよう。 前項 で論じたとおり、 アンゲリカ ・ クラマ ーの手によってテクスト群
を執筆 し た 「作者」 クレメンス ・ J ・ ゼッツは、 インタビュー も しくはテクスト
編集の現場にはいないことになっているにもかかわ ら ず、 質問にも、 回答にも
はっきりとその存任を誇示 している。 では彼の存在はどこで確認できるのか。
それはあくまでもテクストを通じてで しかない。 彼が書いたのか、 クラマ ー や
ボットが編集 したのか、 それともクラマ ーが執筆 したのか、 それはここまで見
てきた通り、 推定は不能だが、 テクスト群には確かにゼッツが書いたテクスト
があり、 ゼッツの思索のあとがみえる。 ただ し当のテクスト群にも更に、 ちょ
っと し た仕掛けがある。 小説『インディゴ』のプロモ ー ション用フログには「ゼ
ッツのなかにゼッツはどれだけいるか？ 」と表題がつけ ら れたが、 まさに次の
2 1 Zwinzscher, Felix : Turing Test mit Clemens Selz. 
22 Wie viel Selz steckt in Setz? In : Logbuch Suhrkamp 
https://www.logbuch-suhrkamp.de/clemens-j-setz/im-gespraech-mit-judith-schalansky/ (Zugriff 
am 30. Januar 2019) 
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クラマ ーとボットの間答には何人もの 「クレメンス ・ ゼッツ」が見え隠れす る 。
――あなたは『インディゴ』ではクレメンス ・ ゼッツとして、『女と ギ
ターの間の時間』では ウ サ ギとして登場しています。 文学作品の登場人
物としての生活というのはどういったものですか。
自分の娘をインディゴ ・ チルドレンと呼び、 娘のことを「あなたの小
説のようだ」 という女性とひどく心がざわっく会話をした。 はじめに僕
は、彼女が良く知られてい る インディゴ ・ チルドレンというニューエイ
ジのコンセプトのことを話してい る のだと思ったのだが、 それから（あ
りがちなうぬぼれの強い作家らしく彼 女が小説を読んだのかどうか知
りたくなって）「あなたの小説のようだ」というのはどういうことなの
かと聞いてみた。 最初に彼女は、家で使ってい る シャンプーのせいだと
思ったのだという一ー周 囲を病 気にしてしまう女の子の力 に一 番に気
づいた幼 稚 園 の先生もそ う考えた一ーしかし シャンプー を変えてもそ
の力は変わらなかった。 そのうち グラーツに一ーなんという偶 然だろう
――こういう子供たちについて本を書いた人間がい る と知ったのだそ
うで、そこで描かれてい る 母親たちの状況は現在どうなってい る のかを
聞きに来たというわけであ る 。 ［中略］ しまいには僕もほかにどうしよ
うもなくなって、女の子は一年かそこら親戚のもとへと送 る よう薦めて
みた。 その前にエルザスに祖母がい る と言っていたからだが、これも却
下された。 それなら寄宿舎はどうですか、 と僕は言った （かわいそうな
女の子、 家族から 引 き離されて ！ ）。 僕 自身もそういうところに行った
ことがあ る んですよ、と嘘をついて、誰かが狂気の空間へ行くのを強い
る ときにいつも起こ る 、 特別な吐き気を覚えた。 昔のカネッティの引用
句が頭に思い浮かんだ。 「 良い作家というものは登場人物を創造したそ
のあとに、 現実でその人物に出会う」のだ。 カ ネッティがそ う綴 る さま
は、 何か心 地よいもののように聞こえ る 。 (42-44)
ここでもアンゲリカ ・ クラマ ーは、 ゼッツの作品全般に対す る 深い理解を示す
質問を行ってい る 。 小説 『インディゴ』は作者と 同名の主人公が、 自分ではな
く固 りの人間を病 気にす る という架 空の病、 インディゴ症侯群を患う子供たち
にまつわ る 謎を探 る メタフィク ションであ る 。 彼の小説には醤歯類が多く登場
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するが、 小説『女とギターの間の時間』 では特に ウ サギが象徴的な場面で出て
おり、 こ れをクラマ ーは作者であるとの解釈を示している23。 この質間のテク
ストだけで、 登場人物としてのゼッツが一 人と ウ サギー 羽、 それらを執筆した
小説作者のゼッツ、 質問を投げかけられているゼッツが一 人想定できる。 そし
て回答のテクストには、 さらに多くのゼッツが存在する。
まず、 テクストが何重にも重なっていることがわかる。 回答としてのテクス
ト、 クラマ ーが編集する前の 日 記としてのテクスト、 そしてそのテクスト内 部
には小説『インディゴ』 がある。 作者のほうに目を移せば、 回答しているとさ
れる「クレメンス ・ ゼッツ ・ ボッ ト 」がひとつ、 クラマ ー編集前の 日 記を執筆
した作者が一 人、 日 記 内 部で不思議な女性と出会ったゼッツ、『インディゴ』を
執筆したゼッツ、『インディゴ』 内でインディゴ ・ チルドレンと出会った小説の
主人公のゼッツ。 女性の考える実際にインディゴ ・ チルドレンを取材している
はずのゼッツと、 インディゴ ・ チルドレンを空想の産物と考えるゼッツも分け
て考えれば、 さらにゼッツは増 殖していく。
そもそも『ボット』 は 日 記やメモのテキストデ ータが元になっているため、
回答テクス ト はパ ースペクティプも時制も様々である。 もっとも 日 記である以
上、 一 人称の体験話法は多い。 メタフィクションを書く作家ゼッツの場合は特
に、 日 記作者のゼッツと語り手の一 人称ゼッツは、 慎重に区別して取り扱う必
要がある。 上記のボットによる回答も、 語り手であるゼッツは本当にインディ
ゴ ・ チルドレンが実在すると信じる女性に出会ったのか、 それとも習 作として
日 記作者ゼッツがそういう逸話をファ ンタジーとして書いてみたのかどうかは、
読者の側からは知る術がない。 ただ こ れだけの「ゼッツ」が登場すれば、 読者
は否が応でもゼッツという名前をもつ存在がどう規定されているのか、 不思議
に思わざるを得ないだ ろ う。
こ の 日 記の作者が 自分 自身で産み出した架 空のオルター ・ エゴに女性を介し
てとはいえ直面し、 困 惑するのと同嘩、 小説『インディゴ』にはクレメンス ・
J ・ ゼッツの分身と解釈 できる登場人物が多く描かれる。 それは『インディゴ』
が単なるメタフィク ションではなく 「わたし」に関する論究であり、 ヴィトゲ
ン シュタインの 『論理哲学論考』で考察された 自 己 と世界の認識に関しての論
23 ゼッツ (Setz) とい う 姓は、スロベ ニ ア語で「 ウ サ ギ」 を意味する と本人はあ ち こ ちで
言及 しており 、実際 に 2019 年 1 月 現在の彼の lnstagram や Facebook のア イ コ ン、そ して名
刺 には野 ウ サ ギの写真が使 われている。
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駁として構成されているためである24。 この「わたし」に閃する小説『インデ
ィゴ』を、『ボット』の上述箇 所 ではさらに一段別のメタレベルにうつすことで、
ゼッツはもう一 度、自 分と 自分の認識する世界について考えるよう促している。
ポットベルガ ースによれば、 ドイツ語 圏では作家の日常を起点とするオートフ
ィク ションが多く発表されているなか、 小説『インディゴ』 はフィク ションの
中へ積極的に 自 己を投影させるファ ンタジー 型のオートフィク ションである2\
上述のやり取りは、 他の作家とは異なる視点を示した『インディゴ』 発表当時
の創作実験から時間 的 距離をおいたはずの日記作者ゼッツが、 いまだ同じ問題
にとらわれている こ とを示しているようでもある。 ゼッツの問題意識は こ のよ
うに、『ボット』 の生成過程における作者にまつわるものにとどまらず、テクス
トの主体、語り手や読みの問題、他の作品にまで広がっており、「 薬 局 」 と同様、
様々なレベルから読解を深めていくことが可能である。
5 .  おわりに
こ のインタビュー本のパロディとも言える書籍『ボ ッ トーー作者不在のイン
タビュー 』 は、 こ こ までに見てきたように、 インタビューに答える作者は不在
とされているにもかかわらず、 こ れ以 上ないほど濃くクレメンス ・ J ・ ゼッツ
という作者の個性があらわれている。 ゼッツがクラマ ーに預けたテキストデ ー
タは作者の意図から完全に分離され、 編集者もしくは全文検索機能によって半
ばランダムに抽出され、 回答として並べられる短いテクストの集合となった。
本来、 作家たちは 自 らのテクストを隅から隅まで注意を配り、 一つの世界を薯
きあげる こ とに注力 するものだが、 ゼッツはそのようなテクストヘの支配を 自
ら放棄している。
その動機としては、 実際のゼッツヘのインタビューから二つの理 由 が挙げら
れる。 まずゼッツは、 人間は将来デジタル コ ピ ーの形で死後生き残る こ とがで
きると語る竺 この本はゼッツにとって死を克 服した一つの姿なのである。 も
うひとつは、 こ の無作為ともいえるテクスト抽出方法が芸術の歴 史ある手法だ
24 lnukai, Ayano: Liigende Figuren. Uberlegungen zum Verhaltnis von Fakten und Fikt10n 1m 
Roman Indigo von Clemens J. Setz und dem friihen Wittgenstein. In : Beitrage zur iisterreichischen 
Literatur Bd. 34. 2018, S.  12-23. 
25 Pottbergers, Jorg: Der Autor als Held: Autofiktionale lnszenierungsstrategien in der 
deutschsprachigen Gegenwartsliteratur. Wiirzburg (Kiinigshausen & Neumann) 2017, S. 190-192 
26 May, Nina: Kiinnten Sie einen Roboter lieben, Clemens Setz? In: Hannoversche Allgemeine 
Zeitung am 13.04.2018. 
http:/  /www. h az. de/Sonntag/Prom i-TalldKoenn ten-Si e-ein en-Ro boter-1 i e ben-C I emens-S etz (Z ugnff 
am 30. Januar 2019) 
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とするゼッツの主 張である。 ゼッツはその例として ウ ィリアム・バロ ウズの「カ
ットアップ」手法に言及している叫 切り刻んだテクストをランダムに並べて
偶然出来上がったものを作品とするその手法は、 Jレ ーツをダダイズムにもつ。
知らない街です ぐに向かう薬局でたまたま目や耳にはいる数々の薬剤名をダダ
イズムやナンセンス詩の よ うに愉しむゼッツは、 この本でも無作為性、 偶 然性
を愉しみ、 そこにこそ詩的言語の可能性を感じているのである。
さらに言えば、 このゼッツのテクストとの戯れと、 現在のわたしたちがイン
ター ネットでテクストを読むスタイルには、 いく ら かの類似性がみられるので
はないだろうか。 ネットユ ー ザ ーは入力 したキー ワ ー ドや検索エン ジンのアル
ゴリズムを通じて、 その時に上位へと抽出されたテクストや、 ニュー スサイト
や ソ ー シャルメディアでトップに掲載される短いテクストの情報を、 大董に消
費する よ うになってきた。 ゼッツが最も好んで使用 しているソ ー シャルネット
サ ービスである Twitte rでも、世界の偉人たちが死後も引 き続き、ボット作成者
（編集者） の手を借りながら、 定期的に名言や短い引用文を繰り返し、 休むこ
となく語り続けている。 ボットの設 計はそれぞれ異なるため一概には言えない
が、 こちらもどんなテクストに接することができるのかは、 読者がアプリをひ
らく時間帯などのち ょ っとした偶然にまかされており、 もともとあった作者が
執筆したテクストのまとまりや順番などは考慮されずに投稿されることも多い。
この よ うに切り取られ、 ランダム に 配信されるテクストを読者が読み、 解釈す
る際には、 書籍が出版された際の背 景やその作者の意図からは切り離されるこ
とになる。
『ボット』 がみせている質問と答えの連続は、 こうした現在のデ ジタル社会
におけるテクスト消 費をも想起させる。 『ボット』での質疑応答は、 表面上では
決して論理的とは言えない。 しかしその無作為に並べられている よ うにも思わ
れるテクストの中から何かを連想し、 見出していくことこそ、 現在のところ人
工知能ではおそらく 困難であろう人間の読解方法のひとつであり、 ゼッツの作
品を読むために必要なテクニ ックのひとつなのである。 クレメンス ・ J ・ゼッ
ツは、 本書で実験的に作者として死んでみせ、 テクストの支 配を放棄したこと
で、 逆説的に現存の作家としてその存在を示し、 よ り注目を浴びることとなっ
た。 編集者にテクストをすっかりと預け、 自 由 に切り刻ませることで、 読者の
27 Zetzsche, Cornelia: Wenn der Bot fur den Au tor spricht. In: Bayerische Rundfunk. am 
0 I .03 .2018. https ://www.br.de/themen/kultur/clemens-j -setz-bot-gespraech-ohne-autor-1 DO.html 
(Zugriffam 30. Januar 2019) 
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読 み を よ り 自 由 に し 、 作者 自 身 も よ り 自 由 と な り 、 結果 と し て 新 し い 文 学 の 可
能性 も 切 り 拓 く こ と へ と つ な げ て み せ た 。 こ の よ う に し て 「 近 年 の 文 学 最 大 の
天 才 28 」 で あ る ク レ メ ン ス ・ J ・ ゼ ッ ツ は ま た し て も 、 デ ジ タ ル社会 に お け る 文
学 の 新 し い パ ラ ダ イ ム ヘ と そ の 一 歩 を 踏 み 出 し て い る の だ。
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